
ひねりで除去範囲を拡張
三
光
産
業
(越
生
町
)

金
属
プ
レ
ス
加
工
鱒
研
磨
布
を
使
っ
た
対
象
物
の
キ
ズ
を

大
幅
に
減
少
さ
せ
る
バ
リ
取
り
用
ブ
ラ
シ
の
開
発

バ
リ
と
は
金
属
加
工
時
に
発

生
す
る
不
要
な
出
っ
張
り
の
こ

と
。
ケ
ガ
の
原
因
に
な
る
ほ
か
、

精
密
機
械
で
は
バ
リ
が
基
板
上

の
パ
タ
ー
ン
問
に
落
下
し
故
障

の
原
因
に
も
な
る
た
め
、
金
属

加
工
時
に
は
バ
リ
除
去
作
業
が

必
須
と
な
る
。
従
来
は
手
作
業

で
バ
リ
取
り
作
業
が
行
わ
れ
て

い
た
が
、
同
社
で
は
こ
の
作
業

を
自
動
で
行
う
機
械
を
開
発

し
、
2
0
0
8
年
か
ら
販
売
を

開
始
し
て
い
る
。

改
良
を
目
指
し
た
の
は
、
こ

の
バ
リ
取
り
機
に
装
着
す
る
ブ

ラ
シ
。バ
リ
取
り
機
用
の
ブ
ラ
シ

は
、
円
柱
状
の
デ
ィ
ス
ク
の
円

周
に
矩
形
研
磨
布
(細
長
い
サ

ン
ド
ペ
ー
パ
ー
)
を
等
間
隔
に

植
え
付
け
た
も
の
。
金
属
板
の

形
状
や
サ
イ
ズ
は
多
様
で
、
細

か
い
細
工
が
施
さ
れ
た
も
の
も

あ
る
。
そ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

金
属
板
か
ら
、
必
要
な
突
出
部

を
削
ら
ず
に
バ
リ
の
み
を
効
率

一噸珊醐　

刃

矩
形
研
磨
布
を
取
り
付
け
た
バ

リ
取
り
…
機
用
ブ
ラ
シ

良
く
確
実
に
削
り
取
る
必
要

が
あ
る
。
な
お
か
つ
バ
リ
取
り

時
に
金
属
の
表
面
に
で
き
る
目

の
方
向
を
均
一
に
し
、
き
れ
い

に
仕
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
生
命
線
と
な
る
の
が

ブ
ラ
シ
だ
。

バ
リ
取
り
の
効
率
は
、
研
磨

布
そ
の
も
の
や
回
転
軸
に
対
す

る
植
え
付
け
角
度
に
よ
っ
て
大

き
く
変
わ
っ
て
く
る
と
い
う
。

今
回
は
も
の
つ
く
り
大
学
と
共

同
研
究
し
た
積
層
研
磨
布
と

同
時
開
発
し
た
3
0
度
ひ
ね
り

ブ
ラ
シ
を
使
用
。
従
来
の
20度

傾
斜
ブ
ラ
シ
を
30度

に
ひ
ね
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
バ
リ
取
り
量

の
バ
ラ
つ
き
を
抑
え
る
と
と
も

に
バ
リ
取
り
範
囲
を
拡
張
し

た
。
繰
り
返
し
使
用
し
て
も
傾

斜
角
度
が
保
た
れ
る
よ
う
に
工

夫
を
凝
ら
し
、
改
良
型
の
ブ
ラ

シ
が
完
成
し
た
。

【
三
光
産
業
株
式
会
社
】

本
社
工
場
は
、
入
間
郡
越
生
町
越
生
東
3
1
1
1
1
2
、
第
ニ

工
場
は
同
西
和
田
3
6
2
、
第
三
工
場
は
同
上
野
宮
ノ
越
7
5

堀
武
美
代
表
取
締
役
社
長
。
1
9
4
4
年
3
月
1
0
日
設
立
。

84年
か
ら
完
成
品
製
造
を
開
始
し
、
現
在
は
精
密
板
金
加
工
か

ら
携
帯
電
話
基
地
局
用
電
源
装
置
、
消
火
器
、
各
種
筐
体
な
ど

の
完
成
品
製
造
ま
で
行
っ
て
い
る
。
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斗


